
 
 

参考資料１－７



《 パブリック・コメント（案） 》 

目標 重点的に取り組む施策の方向 

安
全
で
安
心
な
住
生
活
の
実
現 

１ 頻発・激甚化する災害に備えた安全な住まい・住環境づくり 
ア 災害時における安全性を踏まえた、住宅の立地誘導、規制の強化 
イ 耐震性のない住宅の早期解消 
ウ 密集市街地の解消及び災害時の避難経路の確保 
エ 災害時の情報伝達の強化や円滑かつ迅速な避難体制の整備 
オ 災害からの住宅復興の備え 

２ 誰もが安心して暮らせる住まい・住環境づくり 
ア 住宅確保要配慮者の居住安定確保 
イ 高齢者等が安心して暮らせる住まい、住環境の確保 
ウ 管理不全空き家等に係る対策の強化 
エ 住宅・住宅地の防犯性の向上 
オ 住まいに関する相談体制の充実 

環
境
に
や
さ
し
い 

住
生
活
の
実
現 

３ 良質で環境にやさしい住まい・住環境づくり 
ア 住宅の長寿命化の促進 
イ 住宅の省エネルギー化等の促進 
ウ 地域産木材・建材の積極的な活用の促進 
エ 住宅地の緑化の促進 

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
住
生
活
の
実
現 

４ ライフステージ・ライフスタイルに合わせた住まい・住環境づくり 
ア 子育て世帯のニーズに合わせた住まい・住環境の確保 
イ 高齢期に備えた早めの住宅改修や住み替えの促進 
ウ ポストコロナ時代の働き方・暮らし方への対応 

５ 空き家、既存住宅ストックを活用した住まい・住環境づくり 
ア 空き家の適切な管理の促進 
イ 空き家の多様な利活用の促進 
ウ 安心して既存住宅を購入できる取引環境の整備 
エ リフォームによる良質なストックへの更新 
オ 大規模ニュータウンの再生 
カ マンション管理の適正化、再生の円滑化の促進 

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ

ま
ち
づ
く
り
の
実
現 

６ 人と地域をつなぐ住まい・まちづくり 
ア 地域コミュニティの活性化 
イ 定住人口・関係人口の創出・拡大 
ウ 住教育の充実 

 

 （ 答 申 （案） ） 

目標 重点的に取り組む施策の方向 

安
全
で
安
心
な
住
生
活
の
実
現 

１ 頻発・激甚化する災害に備えた安全な住まい・住環境づくり 
ア 災害時における安全性を踏まえた、住宅の立地誘導、規制の強化 
イ 耐震性のない住宅の早期解消 
ウ 密集市街地の解消及び災害時の避難経路の確保 
エ 災害時の情報伝達の強化や円滑かつ迅速な避難体制の整備 
オ 災害からの住宅復興の備え 

２ 誰もが安心して暮らせる住まい・住環境づくり 
ア 住宅確保要配慮者の居住安定確保 
イ 安心して子育てできる住まい、住環境の確保 
ウ 高齢者等が安心して暮らせる住まい、住環境の確保 
エ 住宅・住宅地の防犯性の向上 
オ 住まいに関する相談体制の充実 

い
き
い
き
と
自
分
ら
し
く 

暮
ら
せ
る
住
生
活
の
実
現 

３ ライフステージ・ライフスタイルに合わせた住まい・住環境づくり 
ア 子育て世帯のニーズに合わせた住まい・住環境の確保 
イ 高齢期に備えた早めの住宅改修や住み替えの促進 
ウ ポストコロナ時代の働き方・暮らし方への対応 
エ 住教育の充実 

地
域
と
地
球
の
持
続
性
を
高
め
る
住
生
活
の
実
現 

４ 空き家、既存住宅ストックを活用した住まい・住環境づくり 
ア 空き家の多様な利活用の促進 
イ 安心して既存住宅を購入できる取引環境の整備 
ウ 空き家の適切な管理の促進 
エ 管理不全空き家等に係る対策の強化 
オ リフォームによる良質なストックへの更新 
カ 大規模ニュータウンの再生 
キ マンション管理の適正化、再生の円滑化の促進 

５ 良質で環境にやさしい住まい・住環境づくり 
ア 住宅の長寿命化の促進 
イ 住宅の省エネルギー化等の促進 
ウ 地域産木材・建材の積極的な活用の促進 
エ 住宅地の緑化の促進 

６ 人と地域をつなぐ住まい・まちづくり 
ア 地域コミュニティの活性化 
イ 定住人口・関係人口の創出・拡大 

 

兵庫県住生活基本計画の構成（案） 



 



 

 

 

 



 

 

 



 


